
令和６年度 第１回 甲賀市地域公共交通活性化協議会 次第 

 
                      ・日 時 令和６年５月１７日（金）  
                             １５：００ ～  
                      ・場 所 みなくるプラザ（鹿深ホール） 
                             
 
 議 事 
 
  （１）報告事項 

 
     報告第１号 役員及び分科会委員の選出について     資料１ 
       

 
（２）協議事項 
 

      第１号議案 令和５年度事業報告について        資料２ 

 

      第２号議案 令和５年度収支決算報告について      資料３ 

 

      第３号議案 令和６年度事業計画（案）について     資料４ 

 

      第４号議案 令和６年度収支予算（案）について     資料５ 

     

      第５号議案 令和７年度 地域間幹線系統国庫補助金の計画認定申請 

 について                 資料６ 

 

  （３）その他 
 
 
 
 
 



 

甲賀市地域公共交通活性化協議会について 

 
 本市では、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」（平成１９年法律第５９

号）の規定に基づく法定協議会である「甲賀市地域公共交通活性化協議会」を平成２

１年３月１３日に設置しました。 
 本協議会では、地域交通について総合的な検討を行い、関係者と合意形成を図りな

がら、本市にとって最適な公共交通を実現するため、実証実験や利用促進などを検討・

実施しております。 
 また、本協議会には分科会（自動車・運賃協議部会）を設置しており、本部会では道

路運送法の規定に基づく地域公共交通会議の機能を有しておりますことから、主にコ

ミュニティバスの路線再編やダイヤ改定、運賃改定等を運行事業者からの提案に基づ

いて協議いただくこととなっております。 
 



【報告第１号】 役員及び分科会委員の選出について 
 

資料１ 

役員及び分科会委員の選出について 
 
１．役員の選出について 

本協議会の任期は２年間であり、昨年度に委員委嘱を行ったことから、今年度は任期の中

間年となります。人事異動等により、変更があった委員を含め、３ページに令和６年度協議

会委員一覧を記載しております。 

なお、甲賀市ＰＴＡ連絡協議会は、現時点で委員が未確定であるため、名簿氏名に「選出

中」と表記しております。 

監査委員につきましては、昨年度同様、甲賀市区長代表、甲賀市商工会に推薦いただいた

委員に依頼させていただきます。 

 

  （１）副会長    甲賀市建設部      藤丸 晋也     
 
  （２）監査委員   甲賀市商工会      吉川 徹   委員 
 

甲賀市区長代表     清水 浩爾  委員 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

２．分科会委員の選任について 

 設置要綱第９条の規定により、協議会の業務を円滑に行うため、協議会に分科会を設置い

たします。各分科会の部会委員については２ページのとおりです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 

甲賀市地域公共交通活性化協議会設置要綱（抜粋） 
(組織) 

第4条 協議会は、会長、副会長及び委員をもって組織する。 
2 会長は、副市長をもって充てる。 
4 副会長は、委員の中から会長が指名する。 

(監査) 
第12条 協議会に監査委員を2人置く。 
2 監査委員は、委員の中から会長が指名する。 

甲賀市地域公共交通活性化協議会設置要綱（抜粋） 
（分科会） 
第９条 第３条各号に掲げる事項について協議会の業務を円滑に行うため、協議会に分

科会を置くことができる。 
２ 分科会の種類は、次に掲げるとおりとする。 
（１） 道路運送法施行規則（昭和２６年運輸省令第７５号）第４条第２項に規定する

地域公共交通会議として設置される自動車部会 
（２） 道路運送法（昭和２６年法律第１８３号）第９条第４項に規定する協議会とし

て設置される運賃協議部会 
（３） その他機動的に特定の課題を調査研究するために設置される部会 
３ 分科会の組織、運営その他必要な事項は、会長が別に定める。 



 
 
①自動車部会員 

下記の規定に基づき、３ページ記載の委員名簿のとおりとさせていただきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②運賃協議部会員 

 下記の規定に基づき、３ページ記載の委員名簿のとおりとさせていただきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 

甲賀市地域公共交通活性化協議会自動車部会規程（抜粋） 
（組織） 

第４条 部会は、部会長及び部会委員をもって組織する。 
２ 部会長は、協議会会長が指名する。 
４ 部会委員は、次に掲げる者のうちから協議会会長が指名する。 

（１）国及び県における公共交通に関係する行政機関の職員 
（２）地域における公共交通に関係する諸団体及び利用者の代表者 
（３）関係バス事業者 
（４）一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者が組織する団体が指名する者 
（５）公共交通に関係する部署の市の職員 
（６）前各号に掲げるもののほか、市長が適当と認める者 

甲賀市地域公共交通活性化協議会運賃協議部会規程（抜粋） 
（組織） 
第４条 部会は、部会長及び部会委員をもって組織する。 
２ 部会長は、協議会会長が指名する。 
３ 部会長は、部会を代表し、その会務を総括する。 
４ 部会委員は、次に掲げる者のうちから協議会会長が指名する。 
（１） 国における当該路線を管轄する行政機関の職員 
（２） 地域における公共交通に関係する諸団体及び利用者の代表者 
（３） 運賃を定めようとする一般乗合旅客自動車運送事業者 
（４） 運賃を定めようとする路線をその区域に含む県および市職員 



甲賀市地域公共交通活性化協議会　令和６年度委員

機 関 及 び 団 体 名 職　　名 氏　　名

甲 賀 市 副 市 長 正木 仙治郎

甲 賀 市 建 設 部 部 長 藤 丸 晋 也

【委員】

分　　野 機 関 及 び 団 体 名 職　　名 氏　　名 自動車部会
運賃協議

部会
備　考

1 所 管 運 輸 行 政 国土交通省近畿運輸局滋賀運輸支局
首席

運輸企画専門官
田 中 郁 代 〇 〇

1 広 域 交 通 行 政 滋 賀 県 土 木 交 通 部 交 通 戦 略 課 参　事 福 島 森 〇

1 道 路 管 理 者 滋 賀 県 甲 賀 土 木 事 務 所 次　長 新 屋 敷 保 〇

1 所 管 警 察 （ 交 通 ） 滋 賀 県 甲 賀 警 察 署 交 通 課 交通課長 中 野 賢 一 〇

2 学 識 経 験 者 龍 谷 大 学 文 学 部 歴 史 学 科 教　授 井 上 学 〇

3 市 民 代 表 甲 賀 市 区 長 代 表 甲賀町上野区長 清 水 浩 爾 〇 〇 監査委員

3 市 民 代 表 ゆ う ゆ う 甲 賀 ク ラ ブ 副会長 岩 﨑 延 幸 〇

3 市 民 代 表 甲 賀 市 身 体 障 害 者 更 生 会 会　長 増 田 定 雄 〇

3 市 民 代 表 甲 賀 市 Ｐ Ｔ Ａ 連 絡 協 議 会 ＜選出中＞ 〇

3 関 係 団 体 （ 福 祉 ） 社会福祉法人甲賀市社会福祉協議会 地域福祉課長 大 谷 喜 久 〇

3 関 係 団 体 （ 商 工 ） 甲 賀 市 商 工 会 事務局長 吉 川 徹 〇 〇 監査委員

4 鉄 道 事 業 者 西日本旅客鉃道株式会社京滋支社 副支社長 野 口 明

4 鉄 道 事 業 者 近 江 鉄 道 株 式 会 社 執行役員鉄道部長
松 本 康 一

郎

4 鉄 道 事 業 者 信 楽 高 原 鐵 道 株 式 会 社 専務取締役業務部長 山 本 和 良

4 バ ス 協 会 一 般 社 団 法 人 滋 賀 県 バ ス 協 会 専務理事 野 村 義 明 〇

4 タ ク シ ー 協 会 一般社団法人滋賀県タクシー協会 専務理事 松 尾 武 文 〇

4 一 般 乗 合 滋 賀 バ ス 株 式 会 社 代表取締役 隠 岐 公 史 〇 〇

4 一 般 乗 合 株式会社シガ･エージェントシステム 代表取締役 松 岡 政 敏 〇 〇

4 一 般 乗 合 帝 産 湖 南 交 通 株 式 会 社 運輸部長 新 幸 雄 〇 〇

5
一般旅客自動車運送事業者の事業
用自動車の運転者が組織する団体

私 鉄 労 働 組 合 滋 賀 県 協 議 会 幹　事 粂 隆 太 郎 〇

6 一 般 乗 用 滋 賀 タ ク シ ー 株 式 会 社 業務課長 山 本 義 行 〇 〇

6 一 般 乗 用 株 式 会 社 た ぬ き タ ク シ ー 取締役 林 輝 彦 〇

6 一 般 乗 用 株式会社ビジネスサ ービス滋賀 営業部長 大 伴 裕 二 〇

7 甲 賀 市 職 員 甲 賀 市 総 合 政 策 部 次　長 藤 橋 克 志 〇 〇

7 甲 賀 市 職 員 甲 賀 市 市 民 環 境 部 次　長 松 下 泰 也 〇 〇

7 甲 賀 市 職 員 甲 賀 市 産 業 経 済 部 次　長 山 本 典 彦 〇 〇

7 甲 賀 市 職 員 甲 賀 市 健 康 福 祉 部 次　長 村 田 稔 明 〇 〇

7 甲 賀 市 職 員 甲 賀 市 教 育 委 員 会 事 務 局 次　長 小 島 靖 弘 〇 〇

7 甲 賀 市 職 員 甲 賀 市 建 設 部 次　長 山 中 秀 人 〇 〇 分科会部会長

理事員 小 國 勝 正

課　長 伴 孝 規 事務局長

課長補佐 中 村 正 太

係　長 宇 高 悠

主　査 服 部 淳 平

主　査 田 中 亮 平

主　事 野 口 功 貴

3

副 会 長

甲賀市建設部公共交通推進課事務局

(敬称略)

役　職 備　考

会　　長
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資料２ 

令和５年度事業報告 

「甲賀市地域公共交通計画」の基本理念のもと定めた４つの基本方針に基づき事業を実施

しました。 

≪計画の基本理念≫ 

環境未来都市へ 人と自然の豊かさを創る 甲賀の地域公共交通 

～ 次世代へ みんなで創り 使って 育て 暮らしの一部に ～ 

 

青字で記載している事業は、市一般会計での支出もしくは他団体が主体となり実施した事業です。  

（１）「甲賀市地域公共交通計画」の策定（2023.12） 

令和５年度（2023年）から令和１０年度（2028年）の６年間を期間とし、利用者の 

減少や高齢化によるニーズの多様化、バス・タクシーの運転手不足など地域公共交通を    

取り巻く現状を踏まえ、自家用車に過度に頼りすぎることなく移動できる環境の持続的    

な維持・確保に向けた取り組みを目的とし計画の策定を行いました。 

（２）「甲賀市地域公共交通計画」に示す基本方針に基づき実施した事業 

基本方針１ 「住み続けたいまちを支える」広域幹線網の利便性の確保と利用促進 

・・・主に、ＪＲ草津線や近江鉄道の利用促進を図ります。 

 

①ＪＲ草津線の利用促進 

  県や沿線自治体で組織する「滋賀県草津線複線化促進期成同盟会」はもとより、本市独自におい  

て JR と連携しながら、その利用促進や利便性向上、地域活性化に取り組みました。 

 ◆滋賀県草津線複線化促進期成同盟会による主な取り組み 

    ・レンタサイクルの配備（貴生川駅～油日駅の各駅） 

    ・園児・児童体験学習運賃補助事業・・・１６件（甲賀市） 

    ・甲南高校との意見交換会 

    ・通勤シャトルバス実証運行（甲南地域工業団地：１１月～１月） 

    ・沿線（沿線外の駅への設置）および現状（特に貴生川～柘植間）紹介パンフレットの作成 

    ・情報発信ＳＮＳの開設（Instagram・Facebook） 

    ・車掌による沿線紹介アナウンスの実施 

    ・勉強会・意見交換会への参加 

◆本市独自での取り組み 

    ・期間限定抽選キャンペーン（１０月１４日・１５日） 

・・・駅利用者に対し、抽選で物品進呈 別紙１ 

    ・ICOCA チャージキャンペーン 

・・・市民交流駅４駅で５０００円以上チャージした 

場合にオリジナルグッズを進呈（右図→） 
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・啓発物品の購入(うちわ、クリアファイル、シール 右図参照)  

 ・・・利用者に対してのインセンティブ等として配布予定 

◆公共交通利用促進補助事業 

・駅前活性化実証事業・・・田んぼアート、駅前バスケなど 

     ・運賃補助事業・・・自治会、小中学校 

   ◆JR と連携した「おためし暮らし」事業の実施（実績４件）      

   ◆市観光大使（吉幾三氏）と連携した利用促進 

・・・観光ツアー、車内アナウンス  

 

②近江鉄道の利用促進 

県や沿線自治体と連携して利用促進や利便性向上、地域活性化に取り組みました。 

   ・沿線学校、企業への利用促進啓発 

   ・駅ベンチの更新   

・ガチャフェスの実施          など 

 

 

基本方針２  「地域の暮らしを守る」地域間幹線・支線の維持と効率化 

・・・コミバス、コミタクの改善・ダイヤ改正、信楽高原鐵道の利用促進に取り組みます。 

 

①コミュニティバス・タクシーのダイヤ改正 

運転手不足、２０２４年問題への対応、利用状況に応じた効率化および市民等からの意見を

参考に、利便性の向上に取り組みました。 

◆主な改正内容 （詳細は、別紙２参照） 

・運転手不足、労働時間改善基準告示の改正により、便あたり利用者数が著しく少ない便   

や朝夜を運行する便等を減便しました。 

  ・JR貴生川駅での草津線接続利便を向上するため、ダイヤを見直しました。 

・停留所を新設し、利便性を高めました。 

 

②信楽高原鐵道の持続可能な運行に向けた取り組み 

第３種鉄道事業者として、安全を最優先に施設の修繕や改良を行いました。また、信楽高原

鐵道株式会社と連携して利用促進に取り組みました。 

・鉄道事業再構築実施計画の策定 

 ・社会資本整備総合交付金を活用した施設整備 

 ・地域と連携した利用促進 

…夢の学習と連携した鉄道見学(3回)、 

季節に応じた車内装飾、団体観光誘客 など 
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基本方針③  「環境未来都市へ」利用しやすく使いたくなるサービスの展開 

・・・ICT を活用し利便性を向上します。また、過度な自動車利用からの転換を図り、人    

と環境にやさしい移動手段を選択するための取り組みを進めます。 

 

①ICT 等を活用した利便性向上  別紙３ 

・運行情報確認サービスの導入 

ホームページからコミバスの運行位置やバス停の時刻を確認できます。 

 ・シェアサイクルの導入 

   専用のアプリをダウンロードすることで、スマホ上で貸出、決済が完結できるシステム   

を導入しました。まずは、市内に３ポート（貴生川駅（準備中）・水口石橋駅・甲賀市役

所）設置し、どこでも貸出・返却ができます。 

・デジタル定期券システムの導入（コミュニティバス・信楽高原鐵道） 

 専用の「ＲＩＤＥ ＰＡＳＳ」アプリをダウンロードすることで、「定期券」をスマホ等

で購入できるように機能を拡充し、キャシュレスにも対応しました。 

 ・コミタク WEB 予約システムの導入 

   専用アプリをダウンロードすることで、スマホから予約することが可能となりました。 

 ・スマートバス停の設置 

   主要バス停に、運行時間や運行情報（走行位置、混雑情報）が確認できるデジタルサ   

イネージを設置しました。 

   近江土山・甲賀病院・甲賀市役所（庁舎側）・・・デジタルサイネージのみ 

  甲賀市役所（西友側）・・・屋根付待合所、デジタルサイネージ、シェアサイクル 

 

②わかりやすい情報提供 

・甲賀市公共交通連携時刻表の作成【令和６年４月１日改定分】 

発行部数  エリア版    6,500 部（Ｂ3 判 カラー 4～8 ページ） 

          ポケット版  15,000 部（ポケット版 カラー 71 ページ） 

配 布 先  各センター等の公共施設、駅等に設置 

 

③モビリティ・マネジメントの推進 

・県と連携した交通環境学習の実施 

公共交通に関心を持ち、短期的な利用につなげるとともに、将来的な利用に結び付けるこ   

とを目的に、小学生を対象として、環境にやさしい公共交通についての学習を実施しました。 

（Ｒ５実績）１６校、２０回実施（実施回数：県１位） 

伴谷小２・４年生、伴谷東小２年生、柏木小２年生、水口小特別支援、綾野小２年生、大野小１・２年生、 

土山小２・６年生、油日小２年生、佐山小３・４・６年生、甲南第一小２年生、甲南第三小４年生、 

甲南中部小２年生、信楽小２年生、雲井小２年生、朝宮小３・４年生、多羅尾小全学年 

      ※学習効果を最大限にするため、本市独自に「運賃補助制度」を創設し、校外学習での 

利用を促進しました。（市内小中学校を中心に２０校が制度を活用） 
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・日本モビリティマネジメント会議への参加(9/22,23) 

  自動車から公共交通への利用を促すためのモビリティマネジメント施策について、有識   

者や自治体職員、コンサル等が事例や研究を発表され、効率的に多くの事例を調査・研究で

きました。 

日 時：９月２２日・２３日（２日間：２２日１３時～２３日１７時） 

場 所：宇都宮市 ライトキューブ宇都宮 

内 容：有識者や先進事例の講習…４件、成功事例の報告…６件、ブース形式での事例発表…９４件   

合計１０４件の事例発表 

 

・コウカのりものフェスの開催（10/14,15） 別紙１ 

  コウカエキスポや近江鉄道ガチャフェスに合わせ、公共交通についての理解を深め、利用  

を促進するための各種イベントを実施しました。 

   ・コミバス１００円乗車キャンペーン 

    ・ＳＫＲフリー券購入者クーポン配布 

    ・市民交流駅利用で抽選ができるキャンペーン 

    ・コウカエキスポにて、電動カートの紹介 

 

④多様な移動手段の導入検討 

・電動カート（ＷＨＩＬＬ）の導入実証実験の実施（9/16～11/29）別紙 4 

市民や観光客など信楽駅に来られた方の２次交通手段としての活用、コミタクや自家用

車に代わる近距離移動手段としての活用ができるかを実証しました。 

（実証結果） 

３９名の利用者（アンケート回答者）があり、参加者からの感想は、肯定的なものが多  

く、鉄道やバスの２次交通として少し距離のある観光地への移動や、移動に不安のある方  

の近距離移動として一定の役割を果たすことができると考察しました。 

・グリーンスローモビリティの導入実証実験の実施（3/22,25,26） 

「市役所の周辺」や「市役所～水口中部コミセン」を運行し、運転技術のレベル感、安全性、   

段差の運行などを確認しました。 

※3/23に「モビリティフェスinこうか」別紙５を開催する予定でしたが、雨天により中止と   

なりましたので、既に当日用に準備していた右図の車両を活用して実施しました。  
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基本方針④  「オール甲賀で未来につなぐ」持続可能な仕組みづくり 

・・・不足する運転手の確保、新たな収益モデルの構築を目指すとともに、地域と連携し 

て持続可能な仕組みを構築するための事業を実施します。 

 

①地域と連携した利用促進 

・自治振興会等との意見交換会の実施 

地域で実施されている移動支援事業部会等に参加し、公共交通の現状を紹介するととも

に、移動課題について議論しました。 

（実績） 

地域区長会（旧５町域）、多羅尾・油日・佐山自治振興会のほか、各区、市内全小中学校の 

校長・教頭と意見交換を実施 

 

・持続可能な地域移動支援事業補助金 

地域で実施されている移動支援事業に支援を行いました。 

（実績） 

ボランティア運行支援：区・自治会１件（大原上田） 

利用促進事業：自治振興会２件（油日・貴生川） 
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（３） 会議関係 

令和５年度の協議会開催実績は以下のとおりです。 

 

開催日 事 項 内 容 

 

令和５年４月２５日 

第１回甲賀市地域公共交通活性

化協議会 総会 

令和４年度事業報告及び決算について 

令和５年度事業計画及び予算（案）について 

甲賀市地域公共交通計画の素案について 

 

令和５年７月２７日 

 

第２回甲賀市地域公共交通活性

化協議会 総会 

令和５年度事業進捗状況について 

甲賀市地域公共交通計画（案）のパブリック

コメントの実施結果について 

甲賀市コミュニティバスのダイヤ改正につ

いて 

 

令和５年１１月７日 

第３回甲賀市地域公共交通活性

化協議会 総会 

令和５年度補正予算（案）について 

甲賀市地域公共交通活性化協議会設置要綱

等の改正・制定について 

甲賀市地域公共交通計画の策定について 

甲賀市コミュニティバス再編計画（案）につ

いて 

協議会公式ＳＮＳページの作成について 

令和５年１２月２１日 甲賀市地域公共交通活性化協議

会第１回自動車部会 

甲賀市コミュニティバス再編計画（案）につ

いて 

 

令和６年１月２２日 

第４回甲賀市地域公共交通活性

化協議会 総会  

第２回自動車部会 

信楽高原鐵道鉄道事業再構築実施計画の認

定申請について 

甲賀市コミュニティバス・タクシー路線につ

いて（令和６年４月１日改定） 

令和６年２月１５日 甲賀市地域公共交通活性化協議

会第３回自動車部会 

甲賀市コミュニティバス・タクシー路線につ

いて（令和６年４月１日改定） 

 

（４） 令和５年度 甲賀市コミバス・コミタクの利用実績について 

  別紙６に「甲賀市コミュニティバス路線別利用実績」を掲載しております。 

  全体の利用者数は、554,747人で、令和４年度と比較して22,754人増加（前年度比104.3％）

しております。 

・コミバス 518,191 人・・・20,439 人増加（前年度比 104.1％） 

 ・コミタク  36,556 人・・・ 2,315 人増加（前年度比 106.8％） 
  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
🚌  
１００円乗車キャンペーン! 

通常２５０円のところ、コミュニティバスの運賃が 1 乗車１００円に！ 

※現金のみ。小人（小学生以下）は無料となります。 

  ※コミュニティタクシーは通常通り（大人２５０円、小人１３０円）です。 

🚃 信楽高原鐵道 
電子チケット「ＲＹＤＥ」でお出かけキャンペーン!  
電子チケット「ＲＹＤＥ」で「１日フリー乗車券」を利用された方に、１０月２１日

から１２月３１日まで利用できる「フリー乗車券９４０円割引券」を１枚進呈！  

※電子チケット「ＲＹＤＥ」でのご利用に限ります。 

また、「ＲＹＤＥ」アプリのインストールが必要です。 

※１４日（土）は、小人（小学生以下）無料となります。 

🚃 ＪＲ草津線 
「ＩＣＯＣＡ利用で抽選参加!」 草津線沿線お出かけキャンペーン 

ＩＣＯＣＡを利用して甲南駅、油日駅に下車された方を対象に、素敵な 

賞品が当たる抽選に参加できます。抽選参加者には、先着で景品をプ 

レゼント！詳しくは裏面をご覧ください。 

🚃 近江鉄道 
「ガチャフェス２０２３」でガチャコンが熱い! 

１４日（土）は、近江鉄道線が１００円で１日乗り放題となる「ガチャフェス２０２３」が開催！      市ＨＰはこちら↑ 

１５日（日）も「ワンコインスマイルきっぷ（大人５００円、小人１００円）」で１日乗り放題! 

※１４日（土）の「ガチャフェス２０２３」では、市内近江鉄道駅（水口石橋・水口城南・ 

貴生川駅)でもイベントが開催されます。 

🚍 その他お得な情報 
「甲南駅（南口）～甲賀流リアル忍者館」間で無料シャトルバスを運行! 
修行体験コーナーや甲賀忍者の歴史紹介、特産品を販売する甲賀流リアル忍者館まで無料シャトルバスを運行！ 

※シャトルバス運行時間は、１０：００～１６：００、およそ１時間に１往復運行します。 

 

 

10/14 は鉄道の日！秋の公共交通利用促進キャンペーン 

コウカのりものフェス 
10/14(土)・15(日) 

甲賀市コミュニティバス 

主催 /甲賀市地域公共交通活性化協議会・甲賀市  
協力 / トヨタカローラ滋賀㈱・信楽高原鐵道㈱・滋賀バス㈱・㈱シガ・エージェントシステム  

１４・１５日は、
市内でいろんなイベ
ントが開催! 

詳しくは裏面をご
覧ください! 

地域やまちづくり、そして環境にも非常に重要な役割を果たしている「公共交通」。 
少子化やコロナ禍が影響して利用者が大きく減少しています。 

１０月１４日・１５日、公共交通を将来に残すため、ぜひ利用しませんか? 

別紙１ 

７



１０/１４(土) に実施予定のイベント 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
１０/１５(日) に実施予定のイベント 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「ＩＣＯＣＡ利用で抽選参加!」 草津線沿線お出かけキャンペーンについて 

ＩＣＯＣＡを利用して甲南駅、油日駅に下車された方を対象に、素敵な賞品が当たる抽選に参加できます!  
抽選参加者には、各日先着１００名様に「ＳＨＩＮＯＢＩ－ＴＲＡＩＮ限定うちわ」をプレゼント! 

抽選可能時間 １０/１４（土）・１５（日） ９：３０～１６：００ 

抽選機設置駅  ＪＲ甲南駅（改札口付近）・ＪＲ油日駅（待合所） 

参 加 条 件 ①抽選に参加する駅でＩＣＯＣＡを利用して下車し、駅に設置されている抽選機にＩＣＯＣＡをタッチ。 

             ②「あたり」が出たら駅窓口のスタッフにレシートをお渡しください。 

             ③抽選は乗車日当日限りで、各駅１日１回限りの参加となります。 

              １等：ＩＣＯＣＡカード（３,０００円分） 各駅１名様 

              ２等：甲賀の特産品（２,０００円分） 各駅３名様 

              ３等：のりもの関連グッズ 各駅５名様 

              ４等：１１３系オリジナルクリアファイル（甲南駅） ２００名様 

                 ＳＨＩＮＯＢＩ－ＴＲＡＩＮ限定ステッカー（油日駅） ２００名様  ※景品は予告なしに変更する場合があります 

 問い合わせ    甲賀市地域公共交通活性化協議会   TEL : 0748-69-2215 
（事務局:甲賀市建設部公共交通推進課） 

最寄り駅 内容 会場
公式
サイト

近江鉄道各駅

近江鉄道全線乗車キャンペーン「ガチャフェス２０２３」
　近江鉄道線が１００円で１日乗り放題となる「ガチャフェス２０２３」が開催されます！
　なお、１５（日）は、１日５００円（小人１００円）で乗り放題となります。
　　時間：始発～終電
　　運賃：１００円で全線乗り放題（小人は無料）
  当日は、沿線各駅周辺で地域イベントが開催されます。市内駅の水口石橋・水口城南・
  貴生川駅でもいろんなイベントが開催されます！

各駅周辺

  信楽高原鐵道
     信楽駅

信楽陶器まつり（～１５日まで）
　信楽陶器まつり協賛店舗での出店となります。期間中は、スタンプラリーも開催されますので、
　詳しい情報は公式サイトをご覧ください。

信楽陶器まつり
協賛店舗

  信楽高原鐵道
     信楽駅

信楽高原鐵道文化祭
　教育と福祉関連の団体が連携した新しい「文化祭」を開催！作品の販売やワークショップなどが
　出展されます。
　　時間：１０：００～１５：００

信楽駅前
広場

  信楽高原鐵道
     信楽駅

近距離モビリティＷＨＩＬＬ（ウィル）社会実験
　新しい移動手段ＷＨＩＬＬを利用して秋の信楽を散策しませんか？
　　実証（貸出）期間：２０２３年９月１６日（土）～１１月２９日（水）　１０：００～１６：３０
　　　　　　　　　　　　　※木曜日・雨天時・悪天候が予想されるときは貸出しません
　　貸出について：事前予約優先制（予約がない場合は、ご利用いただけない場合があります。）
　　　　　　　　　　　ＷＥＢもしくは電話（信楽伝統産業会館TEL:0748-82-2345）
　　　　　　　　　　　貸出無料（最大３時間）

信楽伝統
産業会館

貴生川駅
貴生川うきうきマーケット
　地元食材を使ったお弁当など温かみを感じる「食」を楽しむマーケット。
　　時間：１０：００～１５：００

貴生川駅
南口広場

最寄り駅 内容 会場
公式
サイト

 近江鉄道
  水口城南駅
 コミバス
 甲賀市役所・
 あいこうか市民ホール

コウカＥＸＰＯ（エキスポ）２０２３
　大阪・関西万博に向け、地域資源の魅力発信につながる５つのイベントを開催します。
　　①甲賀の食博覧会 ＜甲賀市＋関係団体＞
　　②万博機運醸成イベント ＜甲賀市＋万博協会＞
　　③未来につながるエコフェスタ ＜甲賀市＋関係団体＞
　　④こうか商工まつり～甲賀おしごと博覧会2023～ ＜甲賀市商工会＞
　　⑤食の祭典in しが ＜滋賀県調理師会＞
　　　※エコフェスタでは、近距離モビリティＷＨＩＬＬ S・C-WALK T の試乗会を実施します！
　時間：１０：００～１６：００（第１部）、１７：００～２０：００（第２部）

あいこうか市民
ホール/
まるーむ等

 コミバス
  近江土山駅

あいの土山宿場まつり
　東海道４９番目の宿場町として栄えた「土山宿」。その宿場町を舞台に地域の特性を生かし、
　盛大に開催されます。
　　時間：１０：００～１５：００

旧東海道土山宿一

帯

東海道伝馬館前広

場（主会場）

113 系オリジナルクリアファイル 

SHINOBI-TRAIN 限定うちわ 

SHINOBI-TRAIN 限定ステッカー 

８



〇改正に対する考え方

〇改正内容

お客様のご意見や利用状況を勘案しながら、利便性向上を図ります。

①通学通勤アクセス向上のため、新しく路線を設定します。

地域

甲南 新規

信楽 新規

※通学・通勤時間帯を中心に、1日３便程度運行します。

②通学や通勤、通院や買物の利便性向上のため、運行区間の延伸（または変更）や増便を実施します。

地域

A1

A２

A3

A４

土山

土山・
甲賀 C２

E1

E2

広域 G1

自動車運転者の労働規制の改正

　　※早朝 ～ 夜の便を１人の運転手で運行できなくなり、２人での対応が必要

水口

みなくちデマンド

おおのデマンド
運行時間、区域（フレンドマート最寄りの東前野を運行エリアに編入）を見直し、利便性向上を図
る

路線名

運行時間、区域（綾野・水口・伴谷学区の一部、その他公共施設等を運行エリアに編入）を見
直し、利便性向上を図る

・時刻を変更し、広野台方面から伴谷小・水口中への通学に対応
・朝の時間帯に貴生川駅から水口地域工業団地への通勤アクセス便を増便
・朝夕にかふかの丘団地を経由し、貴生川駅への通学通勤に対応

JR草津線貴生川駅止(7:28着)列車に接続する甲賀駅行を新設し、貴生川駅以東へのアクセス
を強化

→　運転手不足により、運転手の追加配置が困難なため、早朝や夜の減便が必要

八田線 往路２便、３便の発車時刻を早めるなど、JR草津線貴生川駅での接続利便を改善

2024.4.1 ダイヤ改正

　お客様等からいただいたご意見やご要望等をふまえ、路線の見直しや予約制運行への移行を行います。また、小中学生の通学
で利用する便を確保したうえで、自動車運転者労働基準の法改正や深刻な運転手不足への対応として、利用状況に応じて運
行本数の見直しや時刻の変更を行います。

雲井国道線 雲井小学校への通学、雲井地域から⾧野（平和堂(信楽)・信楽中央病院）方面へ運行

２～３往復程度、甲賀地域の佐山小学校まで延伸し、水口高・水口東高への通学に対応

三雲駅から水口地域工業団地へ向かう便を増設し、通勤アクセスを充実

・綾野行を増便し平和堂（水口）へのアクセスを向上
・一部の便を甲賀病院まで延伸し、甲賀病院へのアクセスを向上

路線の新設・運行区間の見直し

希望ケ丘水口線

三雲駅市役所線

和野中畑線

広野台線

概要
甲南工業団地線 寺庄駅から甲南地域工業団地まで運行

概要

佐山線
・始発を早め、土山地域・佐山地区から寺庄駅へのアクセスを充実
・寺庄駅終点を甲南病院まで延伸し、通院ニーズに対応

お客様等からのご意見・ご要望による改正

路線名

甲賀・
甲南

環状線 ・運行ルートを見直し、利便性を向上

・運行ルートの新設や延伸等の見直し
・バス停の新設
・予約制運行の導入

広域水口線

慢性的な運転手不足
少子高齢化等により、全産業で働き手の奪い合いが生じている

　生産年齢人口（15歳以上65歳未満）・・・2000年から見ると、2030年まで、1年間で50万人ずつ減少

　　※現在は、管理職や貸切部門からの応援、休日出勤で対応 → 来年度からは、法改正で同様の対応が難しい

1日の休息時間:継続８時間　→　継続１１時間（９時間を下限）

別紙２
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③通学や通勤、通院や買物の利便性向上のため、バス停を新設します。

地域

A1

A２

A３

E1

E2

E3

新規

信楽 新規

広域 G1

●コミタク
地域

追加

追加

追加

追加

追加

信楽 追加

予約制運行に変更することで、休日に運行するなど、利便性が改善されます。
①通学時間帯の便以外を予約制運行に移行します。

地域

C1

C2

C3

F2

F3

①コミバス・コミタク・信楽高原鐵道にデジタル定期券システムを導入します。
　専用のアプリにて購入（コンビニ払いや各種キャシュレスに対応）し、スマホの画面を提示し、乗降できます。

②スマホでコミバス現在位置や各バス停の時刻が確認できるようになります。
　市ホームページから専用のサイトにアクセスすることで確認できるようになります（一部未対応便あり）。

③統合する路線（一部減便あり）… 路線が多く煩雑であるため、路線をわかりやすく整理します。
土山 B2 土山甲賀病院線 B1 土山本線

甲賀 C4 甲賀駅甲賀病院直通便 甲南 寺庄甲南甲賀病院線 広域水口線

甲南共通エリア

水口
２か所　「宇田」・「宇田公民館」

甲南

５か所　「甲南工業団地口」・「甲南工業団地中央」・「フロンティアパーク西口」・「フロンティアパーク
北口」・「池田中央」

概要
貴生川エリア ３か所　「宇川東」・「西内貴」・「新柏貴橋」

柏木エリア

２か所　「森尻」・「かえで会館」

甲南東エリア

深川・葛木地区でバス停追加（８か所）

２か所　「高野南」・「寺庄住宅」

甲南 中部小学校線 １か所　「池田中央」

広野台線

希望ケ丘水口線

甲南工業団地線

畑田代陶芸の森巡回線
（はた・たしろデマンド）

「中央病院」、「平和堂」を予約運行区域に追加

路線名

その他変更

E3 G1

・バス停の追加（ジョイ甲賀店等）
・休日も新たに運行
・これまで２～３便/日しか運行していない地域の利便性が改善

信楽

環状線

江田・神山 神山地区でバス停追加（５か所）

概要

水口

八田線 １か所　「南春日」

和野中畑線 １か所　「岩上総合運動公園」

５か所　「宇川北」・「貴生川一丁目」・「かふかの丘」・「かふかの丘東」・「かふかの丘西」

路線名

●コミバス

予約制運行を導入（に移行）する路線

多羅尾線
（たらおデマンド）

「小原小学校」・「ニュータウン」・「杉山」・「団地前」を予約運行区域に追加

１か所　「希望ケ丘コミセン」

概要

甲賀

広域水口線 ４か所　「森尻」・「かえで会館」・「フレンドマート」・「甲南地域市民センター」

雲井国道線
２４か所　「平和堂」・「栄町」・「信楽駅」・「信楽地域市民センター」・「北側」・「図書館前」・「陶
芸の森前」・「丸岡」・「高原台」・「変電所前」・「沢出」・「勅旨」・「雲井小学校」・「雲井駅」・「黄
瀬」・「黄瀬交流館」・「東出」・「北黄瀬」・「五本松」・「宮町」・「岡出」・「北側」・「旧北側」・「西出」

１０か所　「甲南工業団地口」・「甲南工業団地中央」・「柑子橋」・「池の谷」・「工業団地北口」・
「工業団地中央」・「工業団地西口」・「フロンティアパーク」・「フロンティアパーク西口」・「フロンティア
パーク北口」

路線名

大原線（おおはらデマンド）

油日線（あぶらひデマンド）

佐山線（さやまデマンド）
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①廃止する路線

地域

A5

A6

A7

②減便する主な路線 … 始発・最終便のほか、利用状況に応じて減便します

地域

A1

A2

A3

A4

B1

B2

B3

B4

B5

B7

C1

C2

C3

C4

広域 G1

E1

E2

E3

F1

F2

F3

③廃止（または移設する）するバス停

地域

A1

A２

共通

甲南 E2

畑田代陶芸の森巡回線 ６便/12便（減便対象の平均利用人数0.9名/便）※終発含む・２便は予約移行

信楽

１便/32便（減便対象の平均利用人数5名/便）

水口

環状線 １便/5便（減便対象の平均利用人数0.6名/便）※始発・終発含む

土山甲賀病院直通便 ２便/10便（減便対象の平均利用人数0.7名/便）

希望ケ丘水口線 13便/32便（減便対象の平均利用人数0.7名/便）※始発・終発含む

寺庄甲南甲賀病院直通便 ２便/2便（減便対象の平均利用人数３名/便）※代替あり

甲南

朝宮線 ３便/22便（減便対象の平均利用人数0.9名/便）※始発・終発含む

多羅尾線 ８便/20便（減便対象の平均利用人数0.5名/便）※終発含む・４便は予約移行

油日線 ７便/11便（減便対象の平均利用人数0.4名/便）※８便は予約移行

１便/11便（減便対象の平均利用人数１名/便）佐山線
甲賀

甲賀駅甲賀病院直通便 ２便/2便（減便対象の平均利用人数0.4名/便）

甲南線 １便/4便（減便対象の平均利用人数0.1名/便）

山内巡回線 １便/3便（減便対象の平均利用人数2名/便）

土山

大原線 ９便/19便（減便対象の平均利用人数0.4名/便）※６便は予約移行

大河原線 ２便/6便（減便対象の平均利用人数0.5名/便）

概要路線名

廃止・減便となる路線等

水口

環状線 「寺庄公民館」・「中学校前」・「稲荷前」・「新橋」・「深川市場」・「深川」→ コミタクは継続

水口

 … 車両運用、運行時間の短縮、歩行者・利用者の安全確保のため、利用状況に応じて減便します

路線名 概要

八田線 「東春日」・「水口台南口」 → 移設

広野台線 「宇川東」・「西内貴」・「宇田」・「宇田公民館」　→ コミタクへ移行

「水口医療センター」 → 移設

路線名

土山本線 ６便/62便（減便対象の平均利用人数３名/便）※始発・終発含む

南草津土山線 ４便/6便（減便対象の平均利用人数１名/便）

八田線

柏木巡回線

広域水口線 ２便/10便（減便対象の平均利用人数0.8名/便）

三雲駅市役所線 ７便/27便（減便対象の平均利用人数２名/便）※始発・終発含む

概要

広野台線 １便/28便（減便対象の平均利用人数２名/便）※終発１便含む

和野中畑線 １便 /24便（減便対象の平均利用人数２名/便）※始発便

貴生川巡回線 利用者が少ないため廃止（2便　平均利用人数1名/便）

利用者が少ないため廃止（5便　平均利用人数0.6名/便）

貴生川甲賀病院線 重複路線があるため廃止（8便　平均利用人数2名/便）
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全体考察
　・利用の少なった便を減便したが、当該便の利用者からの意見が多かった。（特にもともと本数が少なかったもの）
　・新規便について、周知案内不足もあり、利用が低迷している便がある。

地域

A1

A2

A3

A4

B1

B3

C2

広域 G1

E1

E4

F3

F4 雲井国道線 ・雲井小学校児童以外の利用が少ない状況。

畑田代陶芸の森巡回線 ・減便した陶芸の森へのアクセスでご意見があった。

　・ＪＲ草津線（とくに草津方面）の接続を優先した結果、ＳＫＲやＪＲ草津線柘植方面への接続ができなくなった
　便や路線があり、ご意見をいただいた。

　・多くの意見をいただいたが、特に減便や廃止については事情を説明することで理解をいただけている。

　・特定の便に利用が集中したものもあり、改善が必要である。

路線ごとの状況

信楽

広域水口線 ・朝に寺庄駅へ向かう便を新設したが、利用は少ない状況。（便あたり１名）

甲南

希望ケ丘水口線
・大幅に減便したが、特に利用者からのご意見はない。
・一部の便を綾野、甲賀病院まで延伸した。４月で約１４０名が利用。

甲南工業団地線
・甲南地域工業団地への鉄道利用促進のため、路線を新設したが、４月で約８名の利
用にとどまっている。

佐山線
・土山地域、甲賀佐山学区からの利便性向上のため、朝に寺庄駅へ向かう便を増便、ま
た、一部の便で終点を甲南病院まで延伸するなどをしたが、利用は少ない状況。

土山
土山本線 ・始発、終便を減便したが、特にご意見はない。

・3往復→1往復に減便したが、特にご意見はない。南草津土山線

路線名 概要

水口

八田線
・貴生川駅へ向かう早朝便について、草津線への接続を考慮して変更した結果、特定の
便に集中することとなった。（最大、29人/便）
・復路１便をＡ３和野中畑線復路１便と統合したため、利用が集中。（25人/便）

広野台線
・貴生川駅から工業団地へのアクセス強化のため、朝に１便増便したが、便あたり利用者
数が５名であった。
・新設した「かふかの丘」団地の３バス停は、４月で約４０名の利用。

和野中畑線 ・延伸した甲賀町佐山地域４バス停の利用状況は、4月で約９０人の利用。

三雲駅市役所線

・三雲駅7:30発工業団地方面市役所行きが大幅に利用が伸びた。
（R5 16人/便→28人/便）※シャトルバスが廃止された事業所があり。
・工業団地に新設した２バス停は、４月で約３８０名が利用。
・日中を中心に大幅に減便したが、特に利用者からのご意見はない。

主なご意見・利用状況
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（実施事業）

①甲賀市役所スマートバス停の設置

【機能説明】

・天然木材を利用し、雨風がしのげる待合所

事業費:29,000千円

　 設計費…1,500千円

　 本体工事費…27,500千円

・バス到着時刻を表示するバスロケシステムに対応したデジタルサイネージ

事業費:1,800千円

※事業費は、サイネージ本体・本バス停用の
システム構築であり、既存のバスロケシステム
を拡張しています。

甲賀市スマートモビリティマネジメント事業

　本事業は、国の「令和３年度補正予算　デジタル田園都市国家構想推進交付金（デジタル実装タイ
プ（TYPE1））」の採択（補助率1/2）を受け、本市の移動課題解決するため、ICTを活用し、経費
削減と利便性の向上による利用促進を図るものです。

　大型量販店や官庁街が隣接し、日あたり２００人程度が利用する「甲賀市役所」バス停をＩＣＴを
活用した交通結節点「スマートバス停」として整備しました。

　16席を確保し、コミバス・コミタク・デマンドバスだけでなく、民間タクシーの待合として利用いただけます。ま
た、フリーWi-Fiもご利用いただけます。

　周辺にある４バス停のバス到着時刻を表示しています。混雑情報のほか、バスの到着を音声でお知らせ
するほか、走行位置を「〇〇停前を通過」と表示します。

別紙3
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・スマホで決済・予約処理ができるシェアサイクル

事業費:1,900千円

・バスの走行位置や市政情報を閲覧できるデジタルサイネージ

事業費:5,600千円

　 サイネージ設置…4,200千円

　 運行情報可視化システム

　市内に３ポート１０台を設置。専用のスマホアプリをダウンロードし、スマホで決済・予約処理を行いま
す。本バス停からの２次交通手段としての利用を想定しています。

　市ホームページが閲覧できるタッチパネル式のサイネージ（左）、市政情報が閲覧できるサイネージ
（右）の２期を設置しました。待ち時間を快適にお過ごしいただけます。

…1,400千円

　▼運行情報可視化システムの画面
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②デジタル定期券システムの導入

事業費:5,000千円

③コミタクWEB予約システムの導入

事業費:3,500千円

④主要バス停へのデジタルサイネージの設置

事業費:5,000千円

※事業費は、サイネージ本体・本バス停用の
システム構築であり、既存のバスロケシステム
を拡張しています。

　利用の多いバス停にバス到着時刻を表示するデジタルサイネージの設置を進めています。すでに、甲賀市
役所ロビー、甲賀病院ロビー、貴生川駅、信楽駅には設置していますが、今回、近江土山駅、甲賀市役
所バス停に設置しました。サイネージは、混雑情報のほか、走行位置を「〇〇停前を通過」と表示します。

　信楽高原鐵道、コミバスのフリー乗車券が専用のアプリをダウンロードすることでスマホで購入・決済するこ
とができましたが、今回、定期券についても購入することができるシステムを導入しました。

※金額には、２年間のライセンス契約が含ま
れます。

　専用のアプリをダウンロードすることでスマホでコミタク（ﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾊﾞｽは除く）の予約ができるシステムを導入
しました。

※金額には、２年間のライセンス契約が含ま
れます。
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<主 催> 甲賀市                   事業の詳細はＱＲから  
<事務局> 建設部公共交通推進課 TEL:0748-69-2215   市ホームページ → 

Email:koka10406000@city.koka.lg.jp     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
実証（貸出）期間 

２０２３年９月１６日（土）～１１月２９日（水） 
※木曜日・雨天時・悪天候が予想されるときは貸出しません 

貸出について 
事前予約優先制（予約がない場合は、ご利用いただけない場合があります。） 

  ＷＥＢもしくは電話（信楽伝統産業会館 TEL:0748-82-2345） 
貸出無料（最大３時間） 

①10:00～13:00（最終受付 12:00） 
②13:30～16:30（最終受付 15:00）  
・貸出は１８歳以上、体重１００ｋｇ未満の 

方に限ります。 
・運転免許は不要です。 
・貸出同意書への署名が条件となります。 

貸出（返却）場所 
信楽伝統産業会館（木曜定休日） TEL:0748-82-2345 

  
 
 

予約はこちら 

別紙４ 
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キッチンカーも出店！ 

本フェスは、屋外参加型のイベントです。雨天等天候にり中止する場合があります。 

別紙５ 
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 市役所敷地内で試乗体験 

グリーンスローモビリティは、時速２０ｋｍ未満で公道を走行することができるゴルフカートの 

ような小さな移動サービス（電動カート）です。近隣では、彦根市や東近江市で実証実験されて 

いる事例がありますが、各地で観光地での訪問客向けの輸送や住宅団地における地域内輸送等に活用されています。 

電動トゥクトゥクは、タイで普及している三輪タクシー「トゥクトゥク」の電気自動車版で、 

観光地の２次交通手段としてレンタカーなどで利用されています。 

信楽高原鐵道体験ツアー 
運転席や車庫が見学できる!  
普段では見ることができない運転席や車庫を体験できる人気ツアーです。 

・集合：甲賀市役所東側玄関 ９：３０集合 １２：４０頃到着 

 （先着２０名様、小学生以下保護者同伴） 

・行程：市役所～水口城南駅～（近江鉄道）～貴生川駅～（信楽高原鐵道）～信楽駅 

信楽駅～（信楽高原鐵道）～貴生川駅～（近江鉄道）～水口城南駅～市役所 

・費用：往復の交通費 （参考）大人料金 1,300 円（往復）  

・申込は、公共交通推進課(ＴＥＬ:0748-69-2215)までお電話ください。  

当日市役所で信楽高原鐵道のオリジナルグッズを販売する特別ブースも出店します！ 

園児見守り「自動撮影ロボ」展示 

 送迎バスでの車内見守りなどに活用されている撮影ロボを体験できます! 
保育園や幼稚園で走行する撮影ロボが体験できます！ 

保育園や幼稚園で過ごすお子様の様子をお届けする自動撮影ロボを紹介します。 

バスの乗り方教室 

 コミバスの乗り方や仕組みを説明します! 
・集合：甲賀市役所東側広場１３：１５集合 １３：３０～１４：３０ 

・費用：無料  ※申し込み不要！当日集合場所までお越しください。 

試乗体験コーナー 
 電動カート「ＷＨＩＬＬ」 ・ 電動キックボード ・ 電動モビリティ「c-walk」 

試乗にはそれぞれ機種により、運 

転免許の所有や年齢などの 

条件がありますので、ご乗車い 

ただけない場合があります。 

 

素敵な景品がもらえます 会場内を巡るスタンプラリーやアンケートを実施します。 

ご参加、協力いただいた方に先着で「ＳＨＩＮＯＢＩ－ＴＲＡＩＮ」特製シール等 

のオリジナルグッズをプレゼントします！ 

雨天の場合は、実施内容を急遽変更または中止する場合があります。詳しくは、市ＨＰをご覧ください 

 

 

 

主催 /甲賀市地域公共交通活性化協議会  
出店協力 / 甲賀市、信楽高原鐵道㈱、滋賀バス㈱、シガ・エージェントシステム㈱、トヨタカローラ滋賀甲賀店、

トヨタ車体㈱、㈱eMoBi、(公財)交通エコロジー・モビリティ財団 3/18 現在 
当日は、イベントで利用しますので、駐車場を制限しております。公共交通機関や自転車・徒歩でご来場ください。  

グリーンスローモビリティ・電動トゥクトゥク 

地域やまちづくり、そして環境にも非常に重要な役割を果たしている「のりもの」。 
甲賀市にはじめて登場する「電動トゥクトゥク」や「グリーンスローモビリティ」など約６

種類もの楽しいのりものがやってきます! 
ぜひこの機会に体験してみませんか? 詳しくは以下のとおりです! 
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≪第２号議案≫　令和５年度収支決算報告について 資料３

科目
本年度
予算額

収入額 増減

甲賀市負担金　（Ｒ４繰越事業分） 12,100,000

甲賀市負担金　（Ｒ５事業分） 10,890,000

22,990,000

受取利息 23

23

合計 38,800,000 22,990,023 -15,809,977

科目
本年度
予算額

支出額 増減

会議茶代 甲賀のお茶350ｍｌ×24（第１回会議） 2,220

委員謝礼 謝礼対象者5名（内源泉徴収税額3,826円） 125,000

127,220

郵送料 委員報酬関連通知等 3,360

振込手数料 振込手数料　26件 15,510

18,870

時刻表 1,298,330

ＩＣＯＣＡチャージキャンペーンチラシ 55,000

利用促進キャンペーン物品購入 1,240,954

市役所前バス停等掲示パネル購入等 147,345

工事費 市民交流駅こうか入口看板設置工事 99,000

ﾊﾞｽ運行路線表示、コミタクＷＥＢ予約、デジタル定期
システム導入等

14,091,300

のりものフェス　無料シャトルバス実証、クーポン配
布業務委託

321,599

時刻表デザイン校正 595,100

シェアサイクル導入 1,901,064

のりものフェス　イコロトレンタル 84,700

新モビリティ活用実証実験車両レンタル 2,160,000

修繕料 貴生川駅南口バス時刻看板改修 99,000

22,093,392

合計 38,800,000 22,239,482 -16,560,518

22,990,023 円

22,239,482 円

残額 750,541 円 残額は、甲賀市一般会計に戻入します。

令和5年度収支決算報告（令和５年４月１７日～令和６年５月８日）

収入の部

内訳

諸収入 200,000 23 -199,977 
小計

小計

-15,610,000 22,990,00038,600,000
負担金

※

市負担金

支出の部

内訳

会議費 150,000 127,220 -22,780 

小計

事務費 40,000 18,870 -21,130 

小計

1

収入予定合計

支出予定合計

事業費 38,610,000 22,093,392 -16,516,608

印刷費

物品購入費

委託料

リース料

小計

※市負担金について、予算額対比　15,610,000円　の減となっておりま
す。
　 うち、12,500,000円は、今年度に繰越して事業を実施します。



２



《第３号議案》令和６年度事業計画（案）について 

1 

資料４ 

令和６年度事業計画（案） 

本協議会でご審議賜り策定した「甲賀市地域公共交通計画」で定める以下の基本理念のもと、

４つの基本方針に基づき取り組みを実施します。 

≪計画の基本理念≫ 

環境未来都市へ 人と自然の豊かさを創る 甲賀の地域公共交通 

～ 次世代へ みんなで創り 使って 育て 暮らしの一部に ～ 

 

青字で記載している事業は、市一般会計での支出もしくは他団体が主体となり実施する予定です。  

（１） 「甲賀市地域公共交通計画」の進捗管理 

令和５年度（2023年）から令和１０年度（2028年）の６年間で策定した計画の進捗管理   

を行います。 

（２） 「甲賀市地域公共交通計画」に示す基本方針に基づく事業実施 

基本方針１ 「住み続けたいまちを支える」広域幹線網の利便性の確保と利用促進 

・・・主に、ＪＲ草津線や近江鉄道の利用促進を図ります。 

 

①ＪＲ草津線の利用促進 

  県や沿線自治体で組織する「滋賀県草津線複線化促進期成同盟会」はもとより、本市独自におい  

て JR と連携しながら、その利用促進や利便性向上、地域活性化に取り組みます。 

 ◆滋賀県草津線複線化促進期成同盟会による主な取り組み 

    ・レンタサイクルの配備（貴生川駅～油日駅の各駅） 

    ・園児・児童体験学習運賃補助事業 

    ・甲南高校との意見交換会 

    ・関西本線沿線自治体と連携した利用促進 

    ・情報発信ＳＮＳの充実（Instagram・Facebook） 

    ・車掌による沿線紹介アナウンスの実施                      

◆本市独自での主な取り組み 

    ・公共交通利用促進補助事業（駅前活性化・待合環境の充実、運賃補助事業） 

    ・JR と連携した「おためし暮らし」事業の実施 

    ・ＪＲ草津線を利用した観光ルートの造成    

    ・湖南市と連携した事業の展開   

    ・通勤・通学利用の促進 

・２次交通の充実  

◆公共交通利用促進補助事業 

・駅前活性化実証事業、運賃補助事業 

②近江鉄道の利用促進 

第３種鉄道事業者の一員として、安全を最優先に施設の修繕や改良を行います。また、県や沿線 

自治体、交通事業者と連携し、その利用促進や利便性向上、地域活性化に取り組みます。 



《第３号議案》令和６年度事業計画（案）について 

2 

基本方針２  「地域の暮らしを守る」地域間幹線・支線の維持と効率化 

・・・コミバス、コミタクの改善・ダイヤ改正、信楽高原鐵道の利用促進に取り組みます。 

 

①令和７年度 地域間幹線系統国庫補助金の申請 

  詳細は第５号議案にて説明します。 

 

②コミュニティバス・タクシーのダイヤ改定 

利用者からのご意見や利用状況を勘案しながら、令和６年４月に実施したダイヤ改正を一

部見直すとともに、「地域の暮らしを守る」ため、コミバス等のさらなる効率化と利便性向上

を行います。 

 

③信楽高原鐵道の持続可能な運行に向けた取り組み 

第３種鉄道事業者として、安全を最優先に施設の修繕や改良を行います。また、信楽高原鐵

道株式会社と連携して観光需要創出に向けた利用促進に取り組みます。 

・景観整備 

 ・社会資本整備総合交付金を活用した施設整備 

 ・地域と連携した利用促進（夢の学習、車内装飾、団体観光誘客） など 

 

基本方針③  「環境未来都市へ」利用しやすく使いたくなるサービスの展開 

・・・ICT を活用し利便性を向上します。また、過度な自動車利用からの転換を図り、人    

と環境にやさしい移動手段を選択するための取り組みを進めます。 

 

①ICT 等を活用した利便性向上 

・各種サービスの利用に向けた展開、情報発信 

 ・シェアサイクルの拡充に向けた調査 

   市内に３ポート（貴生川駅（準備中）・水口石橋駅・甲賀市役所）設置したシェアサイ   

クルのエリア拡大に向けた検討を行います。 

 ・貴生川駅等の待ち合い環境の利便性向上 

デジタルサイネージの設置やベンチ設置などにより待ち環境の利便向上を図ります。 

  

②わかりやすい情報提供   

・甲賀市公共交通連携時刻表の作成   

 

③モビリティ・マネジメントの推進 

・県と連携した交通環境学習の実施 

公共交通に関心を持ち、短期的、将来的な利用に結び付けることを目的に、小学生を対   

象として、環境にやさしい公共交通についての学習を実施します。 

     ※学習効果を最大限にするため、「運賃補助制度」を継続します。 

 ・日本モビリティ・マネジメント会議への参加 

 ・コウカエキスポへの参加 

・グリーンスローモビリティや環境にやさしいモビリティの導入実証実験の実施 など 



《第３号議案》令和６年度事業計画（案）について 

3 

 

基本方針④  「オール甲賀で未来につなぐ」持続可能な仕組みづくり 

・・・不足する運転手の確保、新たな収益モデルの構築を目指すとともに、地域と連携し 

て持続可能な仕組みを構築するための事業を実施します。 

 

①地域と連携した利用促進 

・自治振興会や関連する団体および関係機関との連携による効果的な事業の推進 

・広告収入や補助金の活用、運賃制度の見直しにより新たな収益モデルの検討 

・地域の実情に応じた移動支援、いつもの暮らしを守るための体制づくりの構築支援 

・高齢化により不足する地域公共交通の担い手の確保と労働環境の改善 



≪第４号議案≫　令和6年度収支予算（案）について
資料５

科目
本年度

予算額（A）
前年度

予算額（B）
比較増減

（A-B）

甲賀市負担金（Ｒ５繰越事業分） 12,500,000

甲賀市負担金（Ｒ６事業分） 8,300,000

20,800,000

広告掲載料 ８枠（@25,000円） 200,000

200,000

合計 21,000,000 38,800,000 -17,800,000

科目
本年度

予算額（A）
前年度

予算額（B）
比較増減

（A-B）

会議茶代等 協議会茶代、室料等 20,000

委員謝礼等 130,000

150,000

郵送料 会議案内、会議資料送付等 30,000

振込手数料 受託業務支払、委員報酬振込 20,000

50,000

印刷費 フリー乗車券、時刻表印刷等 2,000,000

物品購入費 利用促進・啓発物品購入等 500,000

草津線利用促進事業　※Ｒ５繰越事業
　（利便性向上検討支援業務・待合環境整備・
通学通勤利用促進対策・2次交通の充実等）

12,500,000

時刻表デザイン校正等 600,000

新しい移動手段の導入実証 3,000,000

モビリティマネジメント推進事業 300,000

市政20周年を記念した利用促進事業 1,500,000

ＩＣＴ関連事業業務委託（運営経費）
（デジタル定期券・デマンドＷＥＢ予約・
シェアサイクルシステム、運行情報可視
化サービス等）

300,000

修繕料 貴生川駅南口バス時刻看板改修 100,000

20,800,000

合計 21,000,000 38,800,000 -17,800,000

小計

小計

小計

150,000

支出の部

委託料-17,810,00038,610,00020,800,000事業費

会議費

10,00040,00050,000事務費

内訳

0150,000

0

小計

200,000200,000諸収入

負担金 38,600,00020,800,000

内訳

令和６年度収支予算（案）

小計

-17,800,000 

市負担金

収入の部



【第５号議案】 令和７年度 地域間幹線系統国庫補助金の計画認定申請について 

 
 

資料６ 

令和７年度 地域間幹線系統国庫補助金の計画認定申請について 

 

計画認定申請について 

本市コミバスは経費の増大や利用人数の減少により、その経営が厳しい状況であり、本市か

ら事業者に支出する補助金額についても増加が続いております。 

そのため、新しい収入の獲得が課題となっており、今回標題の「令和７年度（令和６年１０

月～令和７年９月分）地域間幹線系統国庫補助金」の認定を目指し、計画認定申請を予定して

おります。 

現在、申請に向けて、申請内容等を滋賀運輸支局や滋賀県と協議しております。 

つきましては、下記のとおり申請することで進めておりますが、関係部局との調整が終了し

ましたら、最終の申請内容について改めて委員の皆様に書面にて協議させていただきますので

よろしくお願いします。 

また、申請する場合、昨年度策定した「甲賀市地域公共交通計画」の内容を（計画修正案）

のとおり一部修正・追記する必要があります。こちらに関しましても、現在関係部局との調整

を行っておりますので、内容が固まりましたら、認定計画申請と合わせて計画の変更について

も書面協議させていただきます。 
申請期限は、６月末となっておりますので、６月１５日ごろに改めてご案内いたします。 
 

本日お諮りする内容 

①以下のとおり計画認定申請を行うこと 

②甲賀市地域公共交通計画の修正について（案） 

③認定計画申請の概要（案）について 

④関係部局との調整終了後、最終の申請内容について改めて書面協議させていただくこと 

⑤同一補助対象系統として取り扱う運行系統の範囲について 

 

記 

  

１．申請する補助事業名称 

地域公共交通確保維持事業 「令和７年度地域間幹線系統国庫補助金」 

 

２．申請する路線（系統） 

 土山本線・・・田村神社（甲賀市土山町）―貴生川駅（甲賀市水口町） 
 

３．申請する路線（系統）の維持に要する費用等 

・経常費用見込  ５５,０００千円・・・① 

・運送収入見込  １０,０００千円・・・② 

維持必要見込（①－②）  ４５,０００千円・・・③ 

③のうち、甲賀市から運行事業者への補助金額２５,０００千円 

国庫補助金見込（上限額） ２０,０００千円 

 

 

１ 



  
 

 

４．運行状況 

・令和５年度便あたり利用者数 

（最大）３９人／日【下り６便】 （最小）１.５人／日【下り３２便】 
・令和６年度想定平均輸送密度   
（シガ・エージェントシステム運行便）１．２人／１往復あたり 
（滋賀バス運行便）２．２人／１往復あたり 

・日当たり輸送量  
（シガ・エージェントシステム＋滋賀バス運行便）２５．３人（運行本数１７回） 
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②甲賀市地域公共交通計画の修正について（案） 

計画認定を申請するうえで、甲賀市地域公共交通計画と補助制度を連動させる必要がありま

ので、以下（案）のとおり計画の内容を修正します。 
【修正箇所】 

（修正前） Ｐ４８ 
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（修正後） 

【「地域公共交通確保維持事業」による維持確保を目指す系統の概要】 
路線 土山本線（田村神社―貴生川駅間） 「幹線」系統に接続する全系統 
位置 
づけ 

幹線 支線 
（下図のとおり） 

役割 合併前の旧土山町と旧水口町を結ぶ主に国

道 1 号を運行する路線である。 
旧土山町は国道 1 号を中心に住居地が立地

し、交通結節点である旧水口町の貴生川駅

や市中心部の旧水口町へ向かう地域の通

学・通勤を担う。 

都市圏軸や幹線に対する二次交通として、様々な

生活シーンを支える「細い枝」の交通。 
通勤・通学に加え、買物や通院等の中量～少量の

移動をきめ細やかに担う。 

（下図のとおり） 
事業の必

要性 
交通結節点である旧水口町の貴生川駅や市

中心部の旧水口町へ向かう地域の通学・通

勤を担う重要な役割を果たしており、その

ため、鉄道がない旧土山町住民生活の生命

線として存続させる必要がある。 

今後も継続した運行が必要な一方で、 市、交通事

業者の努力のみでは路線維持が難しく、予約制デ

マンド運行への転換、車両の小型化等により効率

化を図るとともに、運行可能本数を増加させるこ

とで利便性の向上を図るため、地域公共交通確保

維持事業による運行の維持・確保が必要。 
目標 （３．４ 計画の目標 のとおり） 

事業概要 
実施主体 甲賀市（運行は、滋賀バス㈱、㈱シガ・エージェントシステム、滋賀タクシー㈱に委託） 
運行態様 路線定期運行 路線定期運行・区域運行 
事業区分 道路運送法第４条 一般乗合旅客自動車運送事業 

車両 大型バス・中型バス・小型ﾊﾞｽ・乗用タクシー車両 
運賃 大人２５０円（均一運賃） 

資金調達 国庫補助金（地域間幹線系統補助金） 
滋賀県補助金・甲賀市補助金 

国庫補助金（地域内フィーダー系統補助金） 
滋賀県補助金・甲賀市補助金 

【運行概要】 
名称 経路 運行日 運行 

回数 
運行時間帯 

起点 経由 終点 始発 終着 
幹線 
土山本線 貴生川駅 新水口 田村神社 毎日 １７往復 6:15 21:09 
支線 
今後、新規系統を設定した場合などに検討 

 
（図の変更はなし） 
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別 紙（地域間幹線系統） 
③認定計画申請の概要（案）について 

令和 ６年 ６月○○日 

 

          （名称）甲賀市地域公共交通活性化協議会  
  

１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

 

甲賀市コミバスの輸送実績は、令和2年度にコロナ禍で減少したものの、その後は

回復傾向にある。しかし、慢性的な運転手不足に加え、２０２４年問題への対

応、また昨今の原油価格・物価高騰の影響による経費の増大により、運行事業者

を取り巻く環境はさらに厳しい状況である。しかし、その一方で高齢化や免許返

納の影響により、市民のニーズは高度化・多様化している状況である。 

特に、コミバス「土山本線」は、鉄道のない旧土山町から本市の中心である旧水

口町へ通じる唯一の幹線交通として、車を運転できない高齢者や学生等を中心

に、生活に必要不可欠な交通として事業の継続か求められている。また、この幹

線交通に通じるコミュニティバス等が支線の役割を果たしている。 

このため、地域公共交通確保維持事業により、ネットワークの軸となる「土山本

線」を確保・維持することで、他の支線等との接続を図り、住民の生活交通手段

を存続させていくことが必要である。 
 

 

 

 

２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果 

（１）事業の目標 

 

・土山本線の利用者数をＲ６年度実績と比較して１％増加させる。 

（直近年度の実績１５．５万人） 

・土山本線の収支率をＲ６年度実績と比較して１％増加させる。 

（直近年度の実績１４％） 

 

（甲賀市地域公共交通計画 Ｐ４０ 参照） 
 

 

（２）事業の効果 

 

土山本線を維持することにより、交通結節点である旧水口町の貴生川駅や市中心

部の旧水口町へ向かう地域の通学・通勤を担う重要な役割を果たしており、その

ため、鉄道がない旧土山町住民生活の必要不可欠な移動手段が確保される。また、

幹線・支線のネットワークの連携により、効率的な運行体系が実現できる。さら

には、外出促進・地域活性化にもつながる。 
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別 紙（地域間幹線系統） 
３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体 

 

・利用者数を便ごとに集計することによる、利用状況に応じた系統や便数、運行

ダイヤの見直し（事業者、甲賀市） 

・運行状況を可視化できるバスロケーションシステムやデジタル定期券、ＧＴＦ

Ｓへの対応など、ＩＣＴを活用した利便性向上 

・市内学校にモビリティマネジメントを行う。（滋賀県、甲賀市、事業者） 

（甲賀市地域公共交通計画 Ｐ４２～ 参照） 
 

 

 

４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び 

運送予定者 

 

【「地域公共交通確保維持事業」による維持確保を目指す系統の概要】 

路線 土山本線（田村神社―貴生川駅間） 

位置づけ 幹線 

役割 合併前の旧土山町と旧水口町を結ぶ主に国道 1 号を運行する路線で

ある。 

旧土山町は国道 1 号を中心に住居地が立地し、交通結節点である旧

水口町の貴生川駅や市中心部の旧水口町へ向かう地域の通学・通勤

を担う。 

事業の必要

性 

交通結節点である旧水口町の貴生川駅や市中心部の旧水口町へ向か

う地域の通学・通勤を担う重要な役割を果たしており、そのため、鉄道

がない旧土山町住民生活の生命線として存続させる必要がある。 

目標 （甲賀市地域公共交通計画 ３．４ 計画の目標 のとおり） 

事業概要 

実施主体 甲賀市（運行は、滋賀バス㈱、㈱シガ・エージェントシステム、滋賀タクシ

ー㈱に委託） 

運行態様 路線定期運行 

事業区分 道路運送法第４条 一般乗合旅客自動車運送事業 

車両 大型バス・中型バス・小型ﾊﾞｽ・乗用タクシー車両 

運賃 大人２５０円（均一運賃） 

資金調達 国庫補助金（地域間幹線系統補助金） 

滋賀県補助金・甲賀市補助金 

 

名称 経路 運行日 運行 
回数 

運行時間帯 
起点 経由 終点 始発 終着 

幹線 
土山本線 貴生川駅 新水口 田村神社 毎日 １７往復 6:15 21:09 
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別 紙（地域間幹線系統） 
５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額 

 

  地域公共交通確保維持事業によって運行の維持を図る土山本線について、その

運行に係る費用見込総額 45,000 千円のうち、甲賀市から運行事業者への補助

金額については、運行収入見込 10,000 千円及び国庫補助金見込 20,000 千円を運

行経費 55,000 千円から差し引いた差額 25,000 千円を負担することとしている。 

 

６．２．の目標・効果の評価手法及び測定方法 

 

 ・利用者数や収支について、数値指標によるモニタリング・評価を実施 

・ＯＤ調査 

・利用者アンケート（車内聞き取りアンケート等） 

・住民ヒアリング（住民懇談会実施等）    

 

 

７．別表１の補助対象事業の基準ホただし書に基づき、協議会が平日１日当たりの

運行回数が３回以上で足りると認めた系統の概要 

【地域間幹線系統のみ】 

 

 該当なし 

 

 

８．別表１の補助対象事業の基準ニに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村

に準ずる生活基盤が整備されている」と認めた市町村の一覧 

【地域間幹線系統のみ】 

  

該当なし 

 

 

９．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期及

びその他特記事項 

【地域間幹線系統のみ】 

 

・ＩＣＴ化による利便性向上（Ｒ３～ 甲賀市） 

運行状況を可視化できるバスロケーションシステムの導入（Ｒ３～Ｒ７） 

  …全車両への設置展開（～Ｒ７）、市民への周知継続（Ｒ３～） 

主要バス停のスマート化（デジタルサイネージの設置） （Ｒ３～） 

  …利用数の多いバス停への設置（Ｒ６～Ｒ７：３か所） 

デジタル定期券の導入（Ｒ５）… 市民への周知継続（Ｒ６～） 

キャッシュレス化導入（Ｒ７）… 全路線のＩＣ化 

・交通環境学習の実施（Ｈ２８～ 滋賀県、甲賀市、運行事業者） 

…市内学校にモビリティマネジメントを行う。（滋賀県、甲賀市、事業者） 

 ・運賃補助事業の実施（甲賀市） 

   …高齢者、障がい者無料乗車制度（Ｈ２８～） 

   …小中学生運賃補助制度（Ｒ５～） 
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別 紙（地域間幹線系統） 
10．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

【地域内フィーダー系統のみ】 

 ※該当なし 

   

11．車両の取得に係る目的・必要性 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

※該当なし 
 

12．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

※該当なし 
 

（２）事業の効果 

※該当なし 

 

13 車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者又は地方公共団体、要する

費用の総額、負担者とその負担額【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方

式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし 

 

14．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における

収支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用

した利用促進策） 

【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし 

 

15．貨客混載の導入に係る目的・必要性 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし 

 

16．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

※該当なし 

 

（２）事業の効果 

※該当なし 

 

17．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負担

額【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし 

 

 

 

 
８ 



別 紙（地域間幹線系統） 
18．協議会の開催状況と主な議論 

 

・令和６年５月１７日（第１回） 事業内容について説明、協議 

  ・令和６年６月 ○日（第２回） 持ち回り協議による合意 
 

19．利用者等の意見の反映状況 

 

土山本線の主要バス停である「近江土山」において、アンケート調査や個別ヒア

リング調査等の結果、本系統の維持存続、ＩＣＴによる利便向上について求める

声が特に強かったため、そちらに重点を置いた計画とした。 
 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

（住 所）                 

（所 属）                 

（氏 名）                 

（電 話）                 

（e-mail）                 
 

注意： 本様式はあくまで参考であり、補助要綱の要件を満たすものであれば、この様式によら

なくても差し支えありません。 

実際の計画作成に当たっては補助要綱等を踏まえて作成をお願いいたします。 

    各記載項目について、地域公共交通利便増進実施計画及び地域旅客運送サービス継続実

施計画を作成している場合には、当該計画から該当部分を転記したり、別添○○計画△節

のとおり、等として引用したりすることも可能です。（ただし、上記２．・３．については、

地域公共交通利便増進実施計画及び地域旅客運送サービス継続実施計画に定める目標、当

該目標を達成するために行う事業及びその実施主体に関する事項との整合性を図るように

して下さい。また、地域公共交通計画全体として、協議会における協議が整った上で提出

される必要があります）。 

 

※該当のない項目は削除せず、「該当なし」と記載して下さい。 
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【第５号議案】 令和７年度 地域間幹線系統国庫補助金の計画認定申請について 

 
 

 
⑤同一補助対象系統として取り扱う運行系統の範囲について 

 本補助金の交付要領に、申請路線に複数の運行系統がある場合、主系統とその他の系統を比

較し、地域の実情に応じ同一の系統とみなすと協議会が認めるときは、同一の補助系統として

取り扱うことができますので、以下のとおり同一系統とみなし、補助申請するものです。 
  
 ・補助要綱の基準…異なる区間の延長が主系統の全キロ程の 10％以内（18.2km×10%=1.82km） 

  ・協議会で認める場合…主系統の全キロ程の 20％以内（18.2km×20%=3.64km） 

 
（主系統） 

 貴生川駅 ― （主な経由地：甲賀市役所・新水口・近江土山） － 田村神社 18.2km 

（その他系統） 

 ①貴生川駅 ― （主な経由地：水口東高校 【異経路区間延長：3.0km】） － 田村神社 19.1km 

 ②貴生川駅 ― （主な経由地：甲賀病院 【異経路区間延長：3.6km】） － 田村神社 19.7km 

 ③貴生川駅 ― （区間急行【異経路区間延長：3.0km】） － 田村神社 15.8km 
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ク

を
確

保
・
維

持
す

る
た

め
、

地
域

間
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

形
成

す
る

地
域

間
幹

線
系

統
の

運
行

に
つ

い
て

支
援 ＜

補
助

対
象

経
費

算
定

方
法

＞
予

測
費

用
（
事

業
者

の
キ

ロ
当

た
り

経
常

費
用

見
込

額
×

系
統

毎
の

実
車

走
行

キ
ロ

）
－

補
助
対
象
系
統
の
イ
メ
ー
ジ

地
域

を
ま

た
が

る
幹

線
バ

ス
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
赤

字
バ

ス
系

統
（補

助
対

象
）

Ａ
町

Ｂ
市

Ｃ
村

バ
ス

停
地

域
を

ま
た

が
る

幹
線

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

黒
字

バ
ス

系
統

（
補

助
対

象
外

）
駅

駅

予
測

収
益

・
経

常
赤

字
が

見
込

ま
れ

る
こ

と

考
え

ら
れ

る
人

数
）

予
測

収
益

（
系

統
毎

の
キ

ロ
当

た
り

経
常

収
益

見
込

額
×

系
統

毎
の

実
車

走
行

キ
ロ

）
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